
一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

「充塡回収業者のためのRaMS活用戦略」
～ “記録”が価値になる時代。法令対応からビジネス差別化まで ～
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経営者の皆様へお伝えしましょう – 法令遵守が将来の安心を守ります

よくある状況
・法律は知っているが、対応担当者がいない
・点検・廃棄が適切に行われていない

放置すると…
・罰則・指導のリスク
・冷媒が高騰・入手困難 → 修理不可・業務停止の恐れ

今すぐ対応できること
・所有機器の定期・簡易点検
・廃棄時の行程管理制度の履行
・管理体制の整備と記録保存

※ 法令遵守は、企業の信頼とコスト低減に直結します。
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HFC冷媒は“貴重資源”へ。今こそ対策を！

今後逼迫が予想される冷媒
・R410A、R407C、R404A、R32など
・HFCはキガリ改正により段階的に削減
・2035年には供給量が80%以上削減予定

放置すると
・冷媒入手困難 → 修理・運用に支障
・漏えい放置で罰則や指導のリスク
・機器停止で業務影響の可能性

今すぐ取り組むべき対策
・所有機器の定期・簡易点検
・冷媒漏えい対策・記録管理の徹底

※ 冷媒の供給確保と管理の徹底は、企業リスク回避と新たな価値提供の鍵です。
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代替フロン（HFC）使用機器

特定フロン（R22）使用機器
グリーン冷媒使用機器

業務用機器の整備重要度の上昇

R22機が減るためHFC機器の市中台数は2036年に
ピークとなる HFC冷媒の高騰の可能性

HFCの生産は2025年で50%、2036年以降は85%削減
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2036年にHFC機器ピーク、冷媒確保と漏えい対策が鍵に
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出典：平成25年改正フロン排出抑制法の施行状況の 評価・検討に関する報告書 フロン類等対策小委員会（経産省・環境省）
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国のグリーン冷媒導入シナリオ （2036年より）
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HFCは減るのに、HFC機器は出荷され続ける現実

制度と冷媒の現実
・2025年現在：空調向けグリーン冷媒は未対応（2036年ギリギリか）
・2036年以降：グリーン冷媒機器のみ新規生産可能（国の方針）
・しかしHFC機器は今も販売・整備が継続 → 冷媒供給とのギャップが拡大

現場に起こる影響
・業務用冷凍空調機器は20〜30年使われるためHFC冷媒が必要なまま
・グリーン冷媒はDrop-inできない → 修理不能リスク
・HFC供給不足が整備・修理・サービスに直撃

今できる備え
・HFC冷媒の在庫・供給リスクの把握と計画
・機器更新・冷媒転換の提案強化
・グリーン冷媒対応知識と点検技術の早期習得

※ 制度と現場のギャップを正しく理解し、先手の備えが競争力になります。
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正式名称：フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律

施行：平成27年（2015）4月1日（旧フロン回収破壊法）

全109条で構成

第2章：フロン類の使用の合理化として、フロン類と機器の製造者が講ずべき措置 

第3章：フロン類の管理の適正化として、使用中の機器からの漏えい防止に関する内容

第1章：総則

第3章：第16条〜85条

第16条：管理者判断基準

① 機器を適切に設置し、適正な使用環境を維持し、確保すること。
② 機器を定期的に点検すること。
③ 機器からフロン類が漏れ出たときに適切に対処すること。
④ 機器の点検整備に関して、記録し、保存すること。

その遵守状況については都道府県知事が管理者を監督（指導・助言・勧告等）する。

第４章：雑則

第５章：罰則

HFC削減時代、法対応から始まる冷媒リスク管理
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・管理者は全ての機器を点検して、その記録を作成し保存

・機器整備の際に、整備者等の求めに応じて当該記録を開示

点検・整備記録簿を作成されていますか？

管理者判断基準 第四

遵守状況については都道府県知事が管理者を監督（指導・助言・勧告等）します

点検整備記録簿（ログブック）未整備は、法令違反

・記載事項は法で定めた9項目

・機器廃棄後3年間保存



一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

9

管理者の“負担と不安”を“安心と効率”に変えるRaMS利用の提案

RaMS利用の5大訴求ポイント

現場提案時

「

観点 提案内容 管理者のメリット

法令対応が自動化される 証明書の交付・保存が不要になります 書類のやり取り・保管がゼロに／法対応の安心感

漏えい量の報告が自動化される 国への算定漏えい量報告書もワンクリックで出せます 年1回の報告業務が圧倒的に軽くなる

点検記録の抜け漏れがなくなる RaMSに入力するので、履歴がすべて残ります 点検記録・修理履歴のトレーサビリティ確保

監査・立入対応が簡単になる すべての記録が電子で残るため、立入検査時も即出力できます 内部監査・CSR報告対応にも利用可能

御社は何もしなくても自動で管理できる 当社がRaMSに入力することで、御社は自動的に管理できます 手間なく、コストも抑えて最先端の管理体制を実現
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①管理者の氏名・名称
②点検実施者の氏名・名称
③修理実施者の氏名・名称
④充塡・回収した充塡回収業者の氏名・名称
⑤点検を行った機器の設置場所及び機器を特定するための情報
⑥フロンの初期充塡量（設置時における現場充塡量を含む）
⑦点検（簡易定期点検、専門点検、定期点検及びその他の点検）を行った年月日

及び内容・結果（故障等の箇所など）
⑧修理を行った年月日及び内容・結果（速やかな修理が困難である場合はその

理由及び修理の予定時期など）
⑨充塡・回収した年月日及び充塡・回収したフロンの冷媒番号区分別の種類・量

点検・整備記録簿に記録すべき ９事項 （管理者判断基準 第四）

点検整備記録9項目もれなく管理、報告・監査にもそのまま使えます

RaMSで“法定対応”と“現場負担軽減”を両立！

 法定9項目の記録がもれなく対応
 監査・点検報告書の作成も簡単
 担当者の記録ミス防止
 報告書の証明性が向上
 書面管理・保管不要
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点検・整備の記録は、RaMSで“ラクラク”完結！

充塡量・回収量を入れる
だけ。それ以外の項目は
プルダウンで簡単選択

充塡・回収証明書の交付不要！

入力するだけで、法定帳票が自動生成・保存！

複数の顧客管理、機器情報が自分のログブック一覧にアップデート

機器情報をビジネスに活用

タブレット入力で業務効率化
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機器を整備したログブックは情報の宝庫

ログブックは顧客情報の宝庫

「過去」も「傾向」も「次の手」も見えてくる
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整備したら終わりではない。ログブックが“次の仕事”を生む

１．顧客機器リストの生成（整備をする度に、リストは自動更新）

・顧客リスト生成：CSVダウンロード 顧客リストのエクセル作成（簡単にデータ化）

・定期点検時期の可視化 次回の点検提案（ビジネスチャンスを逃さない）

・リストから顧客毎にソーティング 顧客管理（顧客の点検時期などの容易な把握）

２．作業品質の向上・・・業務履歴の「見える化」による顧客の信頼と評価確保

３．顧客の囲い込み・・・顧客との接点を維持し、信頼と契約を積み上げる

機器の点検時期が色
でお知らせ

ソーティングで顧客毎に整理

点検提案による顧客接点の維持、競合との差別化ポイント
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「法」が要求する15種類の書面の保存・作成・縦覧・交付・承諾

クラウドベースで進化する冷媒管理

RaMSは経済産業省・国土交通省・環境省令第3号に準拠した、
電磁的に保存・作成・縦覧・交付・承諾が可能なシステム

・ログブック（点検整備記録簿）
・行程管理票
・破壊・再生証明書
など

15種類のデータ（解析・算出など）ダウンロード

・RaMS-ex（xlsx）
・算定漏洩量計算（pdf、csv）
・温対法計算（xlsx）
・国の支援ツールEEGS対応（csv）
など

RaMSで冷媒・機器情報を一元管理（棚卸し）

RaMSで書面の紙保存不要

RaMSが顧客の“法令対応”をまるごと支援

顧客の信頼を得る鍵は「法令対応 × 見える記録」
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管理者業務をまるごと受託、継続契約と信頼を得る新ビジネス

RaMS＋業務受託で“見える化＋一括請負”を実現！

御社だけの冷媒管理“サービス”をRaMSで

■ 管理者が抱える課題
・法対応が煩雑
・帳票管理が大変
・点検漏れの恐れ

■ 解決策
ログブック・帳票の一括管理
点検・整備の代行実施
RaMS-exでの報告と共有

■ 効果
顧客との接点強化
継続契約に直結
業務効率の改善
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代行管理：管理業務の受託

環境省フロン排出抑制法ポータルサイト

第一種特定製品の管理者等に関する運用の手引き (第3版)[PDF 8,620KB]
https://www.env.go.jp/earth/furon/files/r03_tebiki_kanri_rev3.pdf

管理者から保守点検、メンテナンス等の管理業務を受託できる。

契約書等に最終的な管理責任は委託者が負うと銘記が必要。
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管理業務委託契約書（テンプレート）

管理業務委託契約書テンプレート（WORD形式）ダウンロード

管理業務委託契約書テンプレート（WORD形式）ダウンロード

https://www.jreco.or.jp/data2/20250728_2.docx
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故障箇所の見える化と対応ログブック

算定漏えい量報告書（様式対応） フロン類充塡回収報告書（様式対応）

法遵守状況総覧

RaMS-exで、冷媒管理を“資料に変える”

故障箇所を見える化

漏えい量の自動集計

法定書類を自動生成
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RaMS-exで、法令遵守が“データで語れる”ようになる データ解析資料 Tab1

〇〇年度 冷凍空調機器管理表

１．整備件数
２．冷媒保有量
３．整備時回収量
４．充塡量
５．実漏えい量
６．漏えい率

整備

１．管理台数
２．簡易点検実施件数
３．定期点検対象件数
４．定期点検実施件数
５．漏えい防止修理件数

点検

１．冷媒保有量
２．設置時充塡量
３．整備時充塡量
４．整備時回収量
５．実漏えい量と冷媒種
６．算定漏えい量
７．算定漏えい量（前年比）

冷媒

前年度との漏
えい量比較

RaMS-exで整備・点検・冷媒管理を“数値で証明”

漏えい率・実績点検数・冷媒充填量まで、
フロン排出抑制法の対応状況を一目で把握・対外説明にも活用可能
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行程管理票の作成も保存もRaMSでワンストップ

行程管理票もRaMSで完結。交付も承諾も全てクラウドで

・破壊・再生業者との連携も自動化
・電子保存で縦覧・交付・証明に対応
・紙台帳・FAXはもう不要です
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都道府県報告書がワンクリックで完成！

都道府県報告書は“作成ボタン”で完了

行程管理票やログブックの回収・充塡記録を自動集約し、
指定フォーマットで正確に都道府県報告書を出力します。
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都道府県報告書もRaMSにおまかせ。書式対応済み

国指定様式でのPDF出力例 CSV出力例

煩わしい報告業務からの解放。RaMSがすべて自動でやってくれる
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面倒な作業が激減！RaMSで現場はこう変わった

導入の第一歩：まずは体験ログインから次ページ

RaMS

RaMS

■ 業務削減
・充塡・回収証明書の交付が不要になった

・行程管理票の交付・回付・保存が不要になった

・管理者側の書類保存義務も不要で業務を簡素化

・タブレットで現場入力完了、事務所作業が不要

■ 法令対応
・法令対応での抜けがなくなった

・都道府県報告の計算不要で大幅に効率化

■ 顧客満足
・ログブックで次回点検予定がすぐにわかる

・顧客の年間点検計画書を簡単に提出できる

・過去データ証跡共有で信頼性向上

https://www.jreco.jp/menu/
https://www.jreco.jp/
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まずは触ってみてください。RaMSはここから体験できます

ログインはこちら→ https://www.jreco.jp

実際の操作画面や機能を、体験版で確認いただけます

https://www.jreco.jp/
https://www.jreco.jp/
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JRECOでは「日本ラムズ社」というダミー企業を登録済み。
IDとパスワードを入力するだけで、RaMSの主要機能をご体感いただけます。

ログインID：honsha
パスワード：test00

上記のIDとパスワードを入れてRaMS環境を体感ください

25

今すぐ試せる！RaMS体験ログインのご案内



一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構

RaMSでは、ログイン体験を通じて主要
機能をご確認いただけます。

さらに、RaMS-exの赤いボタンを押すと、
エクセルファイルのダウンロードとその内容
が確認できます。

26

RaMSログイン後の機能体験と説明会のご案内

Web説明会も毎月開催中。詳細は 
https://www.jreco.or.jpにて。

https://www.jreco.or.jp/
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HFCは貴重な資源。5団体からの重要な呼びかけ
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